
 

  

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
を
迎
え
た
１
月
17
日
、
神
戸
市
内

で
「
東
日
本
大
震
災
復
興
被
災
地
と
結
ぶ 

メ
モ
リ
ア
ル
」
集
会
（
主

催
・
救
援
復
興
兵
庫
県
民
会
議
）
開
か
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
全
国

か
ら
３
０
０
人
が
集
ま
っ
て
、
支
援
法
改
正
な
ど
被
災
者
の
生
活
と
生

業
の
再
建
、
原
発
ゼ
ロ
へ
、
連
帯
と
共
同
の
た
た
か
い
が
誓
い
合
わ
れ

ま
し
た
。
宮
城
か
ら
は
、
菊
地
修
事
務
局
長
と
県
労
連
の
小
玉
高
弘
氏

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

阪
神
・
淡
路
と
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
東
北
３
県
の
現
状
が
報
告

さ
れ
、
会
場
は
熱
い
絆
で
満
ち
溢

れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支

援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
の
菊
地

修
事
務
局
長
は
、
大
震
災
か
ら
10  

ヶ
月
の
被
災
地
の
状
況
と
「
被
災 宮城の復興、同じ過ちを繰り返さない 

神戸で行われたメモリアル集会に参加し、阪神淡路大震災と

東日本大震災の復興めざすたたかいの連続性を感じました。阪

神淡路では、生活再建のために公費の投入を求める被災者に対

して、当時の村山内閣は「個人財産に公費を投入することはで

きない」と冷たく対応しましたが、長い粘り強い運動の結果、

被災者生活再建支援法を勝ち取りました。阪神淡路には遡及適

用はされませんが、神戸の方たちはそのことを誇りに思ってい

ると話していました。 
また、ある中小業者の方が、二重ローンに苦しみながら昼夜

なく働き何とか完済の目途がついたが、結局この 17 年間は何

だったのか、銀行のために働いただけではなかったのか、「東

北の人たちには同じ苦しみを味わってほしくない」と話されて

いたのが印象的でした。 
いま神戸では、民間借上げの期限 20 年を前に高齢の入居者

が市から立ち退きを迫られていることが問題になっています。

住まいを転々とし、ようやく入居先が決まり隣近所とのコミュ

ニティーができた高齢者にとって著しく酷で許されません。ま

た、長田地区の商業施設を視察して、1 階はお店が入っている

ものの、2階、3階はシャッター通りと化していました。 
阪神淡路の教訓に学び、この宮城県で同じ過ちを繰り返して

はならないと強く感じました。（菊地修事務局長・記） 

共
工
事
で
復
旧
（
個
別
擁
壁
工
事

費
の
10
％
自
己
負
担
）
し
、
残

り
の
２
割
を
市
の
独
自
施
策
（
工

事
費
の
１
０
０
万
円
を
超
え
る
部

分
の
90
％
助
成
）
で
復
旧
す
る

と
し
た
市
の
対
応
策
を
説
明
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で
の
取
り
組

み
の
現
状
や
被
災
者
の
思
い
が
話

さ
れ
ま
し
た
。 

懇
談
の
中
で
は
、
「
公
共
工
事

で
一
律
10
％
の
自
己
負
担
が
求

め
ら
れ
る
が
、
家
を
失
っ
た
被
災

者
に
は
、
負
担
が
重
過
ぎ
る
」
、

「
公
共
工
事
で
の
支
援
枠
か
ら
外

れ
、
市
の
独
自
施
策
で
復
旧
す
る

事
業
が
、
申
請
し
て
も
従
工
法
で

は
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
多
い
」
な
ど

が
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら

に
「
地
割
れ
や
地
盤
沈
下
で
損
壊

し
た
家
屋
の
支
援
策
」
「
一
律

10
％
負
担
の
改
善
」
な
ど
、
引

き
続
き
運
動
を
強
め
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

塩
川
議
員
は
、
「
み
な
さ
ん
の

取
り
組
み
で
、
こ
こ
ま
で
個
人
負

担
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
方
向

で
支
援
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
、
減
免
制
度
の
充
実

な
ど
具
体
的
に
せ
ま
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
、
被
災
者
ら

を
激
励
し
ま
し
た
。 

 
 

 

者
・
被
災
地
が
主
人
公
」
の
復
旧 

 
・
復
興
を
め
ざ
す
活
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
宮
城
県
で
は
、

水
産
特
区
構
想
な
ど
を
復
興
計
画

に
盛
り
込
む
県
政
の
も
と
、
被
災

者
は
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
と
告

発
。
そ
の
一
方
で
、
不
要
不
急
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど 
大
惨
事
に
便 

乗
し
た
大
企
業
優
先
の
「
復
旧
・

復
興
」
が
推
し
進
め
ら
れ
、「
避
難

者
や
農
家
、
県
民
サ
イ
ド
の
要
望

は
国
任
せ
に
な
っ
て
い
る
」
と
指

摘
。
宅
地
被
害
・
住
宅
損
壊
の
補

償
、
被
災
者
の
生
活
と
雇
用
、
中

小
企
業
再
建
、
原
発
事
故
被
害
の

損
害
賠
償
な
ど
被
災
者
支
援
に
取

り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

大
震
災
津
波
救
援
・
復
興
岩
手

県
民
会
議
の
鈴
木
露
通
事
務
局
長

は
、
冬
の
仮
設
住
宅
の
厳
し
い
暮

ら
し
や
雇
用
の
深
刻
さ
な
ど
を
報

告
。
福
島
県
民
医
連
の
斉
藤
和
衛

事
務
局
長
は
、
福
島
原
発
事
故
の

被
害
状
況
と
「
オ
ー
ル
福
島
」
の

た
た
か
い
を
紹
介
し
、
放
射
線
に

つ
い
て
学
び
、
福
島
県
民
へ
の
理

解
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支

援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
集
う

宅
地
被
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
１

月
２
２
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

で
、
日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也
衆

院
議
員
と
懇
談
し
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
宅
地
被
害
に
あ
っ
た

仙
台
市
内
の
６
地
域
か
ら
８
人
が

参
加
し
、
被
災
者
ら
は
、
市
か
ら

対
策
が
示
さ
れ
て
な
お
、
先
の
見

え
な
い
窮
状
を
訴
え
ま
し
た
。 

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
宮
野
賢
一

代
表
が
中
程
度
の
被
害
を
受
け
た 

４
０
３
１
宅
地
の
う
ち
８
割
を
公 

 

ソ
ニ
ー
労
働
者
と
年
初
宣
伝 

 
 

「
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
は
１
月
11
日
、

ソ
ニ
ー
労
働
者
と
と
も
に
、
仙
台
市
内
の
繁
華
街

で
、
新
年
の
初
宣
伝
を
し
ま
し
た
。
通
行
人
は
、

ビ
ラ
を
次
つ
ぎ
と
受
け
取
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

８
０
０
枚
が
な
く
な
り
ま
し
た
。「
〝
世
界
の
ソ

ニ
ー
〟
が
な
ん
だ
。
被
災
地
で
の
解
雇
は
許
せ
な

い
」「
昨
年
も
宣
伝
し
て
い
る
の
を
み
た
が
、
若

い
人
を
ク
ビ
切
る
な
ん
て
ハ
ラ
が
た
つ
」
…
…
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
は
、「
今
年
も
元
気
に

が
ん
ば
る
ぞ
ー
」
と
、
記
念
撮
影
）。 

メ
モ
リ
ア
ル
集
会
で
報
告
す
る 

「
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
の 

菊
地
修
事
務
局
長 



 

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
は
、
宮
城
県
内
に
お
い
て
も
甚
大
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
は
、
原
発
事

故
被
害
の
支
援
を
強
め
る
た
め
に
、
弁
護
士
や
農
学
者
、
農
民
連
、
民

商
、
労
働
組
合
、「
食
と
農
を
守
る
」
団
体
な
ど
が
集
っ
て
、「
相
談
セ
ン

タ
ー
」
立
ち
上
げ
の
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
「
原
発
事
故
被
害
み
や
ぎ
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
「
県
民
セ
ン

タ
ー
」
内
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
宮
城
県
内
の

弁
護
団
も
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

原
発
事
故
の
被
害
を
受
け
た
肥
育

農
家
が
、
農
民
連
に
被
害
者
の
会
を

つ
く
り
、
９
月
～
12
月
ま
で
損
害

賠
償
を
月
毎
に
請
求
。
損
害
の
総
額

は
、
１
億
２
０
０
０
万
円
に
上
り
ま

す
。
「
賠
償
金
が
速
く
支
払
わ
れ
な

い
と
営
業
が
で
き
な
く
な
る
」
と
強

く
迫
っ
て
、
一
定
の
支
払
い
に
つ
い

て
合
意
し
、
こ
れ
ま
で
総
額
５
千
万

円
に
近
い
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
生
産
者
と
農
民
連
の

運
動
の
成
果
で
す
。
し
か
し
、
震
災

以
来
、
畜
産
農
家
が
受
け
た
被
害
は

甚
大
で
、
肉
牛
の
価
格
は
未
だ
に
回

復
せ
ず
、
汚
染
稲
わ
ら
の
始
末
も
未 

「
自
然
の
恵
み
、
人
と
の
つ
な

が
り
、
悠
久
の
ふ
る
さ
と
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
本
の
中
山
間
地

の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
丸

森
町
筆
甫
地
区
。
福
島
原
発
事
故

に
よ
っ
て
、
一
変
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
損
害
賠
償
の
住
民
説
明
会

が
１
月
22
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

同
地
区
振
興
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。 

 

集
っ
た
住
民
か
ら
は
、
東
電
や

国
・
県
へ
の
不
満
が
爆
発
し
、「
酪

農
を
廃
業
。
川
下
り
の
観
光
客
が

激
減
し
た
」「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で

イ
ノ
シ
シ
や
山
菜
、
野
菜
も
す
べ

て
使
え
な
く
な
っ
た
」「
地
域
の
過 

宮
商
連
は
１
月
22
日
、
「
宮
城
県
産
品
の
農
林
水
産

物
、
製
造
業
等
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
東

京
電
力
に
申
し
入
れ
、
完
全
賠
償
を
迅
速
に
行
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

① 

県
内
の
椎
茸
原
木
・
薪
・
花
・
ヤ
ー
コ
ン
茶
・
木

彫
用
原
木
・
山
菜
・
き
の
こ
・
柿
・
川
魚
な
ど
賠

償
の
対
象
に
す
る
こ
と
。 

② 

県
内
で
製
造
さ
れ
た
工
業
製
品
、
半
製
品
の
風
評

被
害
に
つ
い
て
も
損
害
賠
償
を
行
う
こ
と
。
（
角

田
市
、
丸
森
町
、
亘
理
町
で
製
造
さ
れ
た
防
塵
マ

ス
ク
も
顧
客
か
ら
取
引
停
止
さ
れ
て
い
る
）。 

③ 

県
内
高
濃
度
汚
染
地
域
の
自
主
避
難
者
も
「
自
主

避
難
等
対
象
区
域
」
の
住
民
と
同
様
に
損
害
賠
償

を
行
う
こ
と
。 

④ 

検
査
機
材
の
貸
し
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
自
主

的
検
査
の
品
目
・
地
域
を
広
げ
る
と
と
も
に
速
や

か
な
る
情
報
公
開
を
行
う
こ
と
。 

 

古
川
民
商
は
、 

「
東
電
原
発
被
害 

者
の
会
」
を
た
ち 

あ
げ
て
、
運
動
を 

す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

東
電
の
原
発
被
害
補
償
担
当
社
員
２
名
が 

２
日
、
古
川
民
商
を
訪
れ
て
回
答
。
加
美
町 

の
農
家
の
Ｈ
さ
ん
に
対
し
て
、
東
電
は
「
他 

人
に
支
払
っ
た
分
・
支
払
う
分
は
認
め
る
の 

で
、
す
ぐ
領
収
書
・
請
求
書
写
し
を
送
付
し 

て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
送
金
す
る
」
と
い 

っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
本
人
や
家
族
の
労
賃
と
汚
染
堆

肥
の
自
宅
保
管
地
代
は
認
め
る
回
答
を
し
て

き
ま
せ
ん
。 

３
日
に
は
、
運
送
業
者
の
請
求
に
「
審
査

中
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

解
決
で
す
。
東
電
と
国
の
責
任
で
、

「
被
害
農
民
の
賠
償
請
求
に
は
速

や
か
に
満
額
支
払
い
を
」「
畜
産
農

家
の
経
営
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
環

境
を
整
備
せ
よ
」
の
声
を
さ
ら
に

強
め
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
農
民
連
は
、
丸
森
町
、

角
田
市
の
損
害
賠
償
請
求
相
談
会

を
行
う
な
ど
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
農

家
、
原
木
販
売
農
家
、
直
売
所
出

荷
農
家
の
被
害
状
況
を
出
し
合

い
、
東
電
の
責
任
を
明
確
に
し
、

順
次
、
損
害
額
を
計
算
し
、
キ
ッ

チ
リ
請
求
す
る
運
動
を
強
め
て
い

ま
す
。 

 

疎
化
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
る
」

と
い
っ
た
不
安
の
声
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。 

東
電
側
は
、
国
の
中
間
指
針
で

は
宮
城
県
は
、
風
評
被
害
の
対
象

に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
し
、「
根
拠

を
示
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

世
間
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
社
外
の
弁
護
士
な
ど
の
意

見
を
聞
き
、
検
討
し
て
、
個
別
に

対
応
し
た
い
」
と
、
住
民
が
望
む

回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

住
民
ら
は
、「
県
境
で
線
引
き
す

る
な
」
「
風
評
被
害
で
は
な
く
実

害
」
な
ど
、
東
電
に
真
摯
な
対
応

を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

●
名
称 

 

原
発
事
故
被
害
み
や
ぎ
相
談
セ
ン
タ
ー 

●
目
的 

 

宮
城
県
内
の
原
発
事
故
被
害
の
損
害
賠
償
、
地
域
社

会
・地
域
産
業
の
可
及
的
回
復
。
原
発
ゼ
ロ
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

●
相
談
対
象 

 

「生
活
・生
業
被
害
」の
救
済
活
動
を
主
と
し
て
活
動
し
ま
す
。 

（健
康
不
安
な
ど
の
検
査
費
用
等
の
賠
償
な
ど
は
可
）。 

●
電
話
番
号 

 

０
２
２-

３
９
９-

６
９
０
７
（県
民
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
） 

●
体
制 

 

セ
ン
タ
ー
長
・萱
場
猛
夫
氏
（農
学
者
）、 

事
務
局
員
・梶
谷
貢
氏
、
加
賀
谷
嘉
範
氏
ら
数
名 

●
当
面
の
活
動 

 

◎
２
月
23
日(

木)

午
後
３
時
、
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
室
で
記
者
会 

見
し
、
「相
談
セ
ン
タ
ー
」設
立
を
発
表
し
ま
す
。  

◎
２
月
26
日(

日
）午
前
10
～
14
時
、
角
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で 

現
地
相
談
会
を
行
い
ま
す
。 

 

※
弁
護
団
の
体
制
は
、
団
長
・菊
地
修
弁
護
士
、
事
務
局
長
・千
葉 

達
朗
弁
護
士
、
団
員
11
名
の
弁
護
士
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 


